
報告事項ク

「２００９年度携帯電話アンケート」の実施について

「２００９年度携帯電話アンケート」の実施について、別紙のとおり報告します。

平成２１年１０月１５日

鳥取県教育委員会教育長 中永廣樹



「２００９年度携帯電話アンケート」の実施について

家庭・地域教育課

１ 目的

児童・生徒及び保護者を対象に、携帯電話やインターネットの使用状況や意識

についてアンケート調査を実施し、ケータイ・インターネット教育啓発事業の基

礎的資料とする。

２ 実施主体

鳥取県ケータイ･インターネット教育啓発推進協議会

３ 調査対象

（１）県内小・中・高・特別支援学校に在籍する児童・生徒

（２）上記、児童・生徒の保護者

＜参考＞

対 象 学 校 数 平均クラス人数 合計回収数

小６ １４３ ２４ ３，４１０

中２ ６３ ３２ ２，０７５

高（１～３） ３１×３ ３９ ３，６２７

特別支援 ９ ５７８

小 計 ２４６ ９，６９０

保護者 該当児童・生徒の保護者 ９，６９０

合 計 １９，３８０

４ 調査内容

（１）児童・生徒用（小学６年生用、中・高校生用）

・所持について（有無、時期、機能、目的）

・使用について（使用頻度、料金、トラブル、メール依存、サイト利用）

※所持していない場合は、その理由や気持ちについての別項目

・コンテンツ利用について（内容、理解、トラブル、ルール）

・情報モラルについて（言葉、匿名性）

（２）保護者用

児童・生徒用に準ずる。

５ 実施日程

（１）回収 ９月末（既に回収済）

（２）集計 １０月から業者委託。１２月上旬に取りまとめ。

（３）活用 ①１１月８日のケータイ・インターネットとのつきあい方フォーラム

で、速報値を元にした分析や考察をおこなう。

②最終結果を基に、１２月の教育委員会で報告する。


